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(公的年金)：ねんきん定期便の電子・葉書化の背景と課題 

 

「ねんきん定期便」はこれまで封書だったが、事業仕分けの指摘もあり、2012年度から原則

として電子メールもしくは葉書での送付となる予定である。葉書版では情報が簡素化される見

込みであり、「ねんきんネット」の利用促進と充実、代替手段の確保、年金以外の電子政府化

の促進が今後の課題である。 

 

「ねんきん定期便」（以下、定期便という）は、年金記録問題が話題になる前の2004年改正で

導入が決まった、年金の加入状況や将来の年金見込額を政府が個人に直接知らせる仕組みであ

る。現役世代の年金制度に対する理解と信頼を高め、将来の年金給付を実感できる分かりやす

い仕組みとする観点から、諸外国の例を参考にＡ４サイズ４～６頁の本体資料と５頁の解説資

料（加えて、35・45・58歳には過去の全期間の加入履歴数頁）が、2009年４月から加入者の誕

生月に郵送されている（2011年度は「ねんきんネット」の案内２頁も追加）。 

 

ただ、6000万人を越える全加入者に対する通知であるため印刷費や郵送費がかさんでおり

（2009年度決算見込額で約138億円）、2010年に行われた特別会計に対する事業仕分けの対象

となった。評価者からは様々な発言があったが、とりまとめでは、代替策として郵送の必要性

は認められるものの、早期にきちんとインターネット経由に移行するよう指摘された。これを

受け、従前から計画されていた電子化（電子メール送付）に加え、35・45・58歳以外への郵送

分を2012年度から葉書化することとなった（葉書化による節減効果は約15億円）。葉書版では、

法令で規定された加入月数や年金見込額および直近１年間の加入歴（封書版の１頁目と３頁目

に相当）と、照会先および「ねんきんネット」の案内に、内容が絞り込まれる予定である。 

 

図表１： 葉書版「ねんきん定期便」の案 （2011年10月時点・圧着葉書を開いた状態） 
 

  
  ↑50歳未満向けの表面   ↓裏面 (50歳未満/以上に共通)      ↑50歳以上向けの表面（宛名面は割愛） 
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葉書版は情報が取捨選択され見やすくなっているが、封書版にあった用語解説や別冊の解説資

料、50歳未満向けの年金見込額計算シートは提供されなくなる。解説については、厚生労働大

臣が設置した検討会がホームページやコールセンターを通じて今後も入手できるよう指摘し

ているが、個人の対応としては、本誌155号でも述べたように過去の履歴や基礎年金番号が載

っている2009年度版の通知とともに手もとに保管しておくのが良いだろう。年金見込額は「ね

んきんネット」で将来の転職等も考慮して計算が可能になっているが（本誌186号参照）、年

金額の計算の仕組みを理解するには多少の手作業を伴う現行の資料は有益であり、今後もホー

ムページや35・45歳向けの通知などで提供され、理解促進に活用されることを期待したい。 

 

図表２： 「ねんきん定期便」の葉書化で省略される解説 
 

  
 

電子版定期便や「ねんきんネット」はコストの面でも内容の面でも今後の普及が期待されるが、

普及を楽観視できないのが現状だ。「ねんきんネット」の利用登録者は、提供開始から約半年

の時点で36万人と、年間の定期便発送数の１％未満にとどまっている。「ねんきんネット」は

現行の定期便と比べて、(1)これまでの加入記録と自らが入力した今後の就業見込みなどをも

とに、繰り上げ/繰り下げ受給や在職老齢年金も考慮して年金見込額を試算できる、(2)厚生年

金と国民年金の加入記録をまとめて確認できる、などのメリットがある。電子版定期便の内容

は明らかになっていないが、「ねんきんネット」の利用申込時に葉書版から電子版への切替が

打診される予定であるため、「ねんきんネット」の周知が電子版の普及に直結すると思われる。 

 

事業仕分けでは、窓口での相談を有料化して「ねんきんネット」の利用を促したり、郵送を希

望する届出がない限りは電子版定期便に自動的に切り替えるなどの案が出されたが、国民に対

する重要な情報提供であると同時に加入記録の確認は加入者の責務であるため、極端な電子化

促進策は採りづらい。また、仮に電子版定期便への切替が進んだとしても、封書版や葉書版と

同等かそれ以上に加入者が内容を確認するかは分からない。 

 

そもそも定期便の電子化やインターネットによる個人の加入情報の提供は、電子政府化の実用

例の１つとして政府のＩＴ戦略本部で検討されていた。インターネットを通じた通知や情報提

供を促進するには、年金分野に限らず諸分野でも活用が進み、電子政府の利用が社会全体とし

て一般的になることが鍵となるだろう。今国会には、電子政府普及の基盤となるマイナンバー

（社会保障・税に関わる(共通)番号）法案が提出予定であり、これを契機に幅広い分野で電子

政府サービスの具体化に向けた議論が進むことを期待したい。        （中嶋 邦夫） 
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